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介護職員初任者研修で 12 人が修了
外国人技能実習生も

　第６回の城西病院「介護職員初任者研修」の修了式

が 12 月６日に行われ、12 人の受講生に修了証が渡

されました。その中に、今年１月に来日し、特別養護

老人ホーム「ヒューマン・ハウス」で実習に取り組ん

でいる中国人技能実習生の王
オウ　キ

琪さん (21) の姿もあり

ました。

　この研修は、介護の基本的な知識と技術を身につけ

るための研修で、城西病院や社会福祉法人達生堂など

の達生堂グループの専門職員が講師となって開いてい

ます。第６回の研修は、６月１日に開講し、毎週土曜

日に開かれてきました。人間の尊厳や自立に向けた介

護、安全衛生、介護と医療の連携、コミュニケーショ

ン、認知症、入浴と清潔保持、ターミナルケアなど幅

広い領域にわたり、130 時間かけて講義と実習で学

んできました。

　修了式で多田正毅理事長は「医療人として踏み出し

た大事な資格」、白石裕比湖・城西病院院長は「介護

の現場で能力を発揮し、活躍してほしい」などと激励。

修了生を代表し田口菜緒さんは「くじけそうな時も仲

間や青木由美校長に助けてもらった。講師の方から、

現場で体験した貴重な話を聞くこともできました。修

了証はゴールではなくスタート。修了証に恥ずかしく

ないよう、施設の一人一人のご利用者と向き合ってい

きたい」と話していました。
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初任者研修を修了した外国人技能実習生王琪さん

　合格してうれしい。半年かけて勉強して、友達も

できました。ふだん、実習をしていて分からなかっ

たことも知識と実技を通して学ぶことができまし

た。技能実習を始めたころは、介護はお世話するだ

けの仕事と思っていましたが、利用者の残存機能を

生かしてなるべく快適な生活できるようになること

が重要と分かりました。

　私は来日する前に日本語検定でN1に合格しまし

た。初任者研修の勉強はある程度日本語が分からな

いと、テキストを読むことができず、難しいと思い

ます。最低でもN2の能力が必要だと思いました。

　中国では一般の人が入る高齢者の施設が少なく、

介護を教えることができる人も少ないです。今は、

早く一人前になれ

るように、技能実

習を頑張っていき

たい。


